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19　6　5　年

詳ノ賀斬皐

年
頭
の
挨
拶

遠
賀
町
長

町
民
の
醤
極
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ます。瀞
か
し
い
縮
刷
四
十
年
の
新
密
に
当

り
ま
し
て
、
調
ん
で
年
顕
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
は
昨
年
四
月
盲
、
町

民
帯
織
の
御
厨
解
と
御
協
力
に
よ
っ
て

町
制
を
施
行
し
、
長
い
閏
の
「
聖
か

ち
一
応
脱
皮
し
た
も
の
の
、
ヨ
チ
ー
ー

歩
き
の
「
町
」
と
い
う
名
称
だ
け
で
、

何
薯
肉
馨
に
変
っ
た
こ
と
も
な
い
の
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
町
鋤
施
行
欝
一

年
逐
C
、
い
よ
ノ
ー
こ
れ
か
ら
本
格
的

に
「
町
通
り
」
の
薬
塵
に
と
り
か
か
ら

な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。
即
ち
「
胞
域
の
開
発
と
施
設
の
充

実
」
質
　
を
関
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

の
躍
進
と
町
民
の
車
純
と
禍
枕
の
飾
逸

小

川

登

一

郎

喜
期
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
り

ます．し
か
し
こ
れ
も
一
掬
二
夕
で
は
剖
煉

実
現
出
来
な
い
の
で
年
次
計
画
を
樹
て

一
歩
一
歩
こ
れ
が
実
現
に
周
っ
て
請
力

し
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

地
域
開
発
の
第
一
歩
は
、
通
路
の
盤

鵬
と
交
通
の
位
を
図
る
こ
と
で
、
先
ず

こ
の
点
で
は
北
部
地
区
に
先
年
か
ら
繁

雑
藁
に
よ
る
山
喜
線
通
路
工
事
を
施

行
し
て
釆
ま
し
た
が
、
峰
々
実
践
に
近

い
の
で
、
こ
の
地
区
に
「
バ
ス
」
の
運

行
を
計
る
こ
と
。
ま
た
国
道
一
一
雪
線
か

ら
虫
佳
漣
に
縦
走
す
る
喋
通
え
崖
煉
胞

幹
線
道
路
と
し
て
甑
鰯
す
る
こ
と
。
虫

佐
津
炭
坑
跡
地
の
処
分
と
こ
れ
が
舶

発
。
芦
原
鉄
道
側
練
の
道
路
化
等
々
。

ま
た
昨
年
来
建
築
中
の
鳥
門
小
学
校

肪
普
段
舎
建
築
王
座
も
、
来
る
三
月
末

に
は
蓉
還
工
落
成
の
予
定
。
遼
鱈
中

学
猿
の
酪
富
投
合
建
築
も
、
町
漫
年
来

の
締
願
で
あ
り
、
即
諾
会
の
協
力
を
得

て
こ
れ
が
実
現
を
期
し
て
い
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
今
回
三
原
代
議
士
の
御
尽

力
に
よ
っ
て
、
本
年
度
か
ら
明
年
睦
に

か
け
て
癌
門
蜜
両
様
の
鉄
筋
三
陸
鱗

普
通
築
校
舎
が
開
塾
二
号
総
の
ほ
と
り

に
詳
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
春
雪
一
骨
桑
迄
に
こ
の
一
都
が
建

設
さ
れ
四
十
年
度
に
は
蟹
一
次
建
策
が

完
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
浅
木
小
学
殿
に
於
て
は
創
立
九

十
周
年
を
期
し
て
鎚
堂
屋
内
体
躯

域
）
の
建
設
を
実
現
寒
地
た
い
と
思
っ

て
い
妻
9
。
そ
の
他
工
場
、
住
宅
の
誘

致
等
こ
れ
等
の
重
瑳
施
策
と
取
り
組

ん
で
（
サ
＼
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
良
識

あ
る
教
会
、
澤
ま
し
い
町
民
各
位
の
絶

大
な
る
御
毅
解
と
御
支
援
を
結
集
し

て
、
よ
り
よ
い
「
開
発
と
施
設
の
充
実

」
を
図
り
、
明
る
い
ー
讃
町
饗
に
邁

進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
町
民
の
皆
桜
、
今
後
一
層

の
御
安
纏
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

茜
だ
醸
T
で
す
が
輝
か
し
い
年
頭
に

当
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
て
年
頭
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
際
し
て

遠
類
町
議
会
議
長
　
柴
田
貫
蔵

一
九
六
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
曹
操

と
英
に
お
櫻
び
埴
土
け
ま
す
。

町
制
施
行
後
初
の
年
頭
に
当
り
皆
様

に
御
挨
拶
の
機
会
を
得
ま
し
た
草
を
光

葉
に
存
じ
ま
す
。

昨
年
四
月
、
皆
巌
方
の
秘
馨
士
に
依

り
町
制
を
実
鵬
教
し
ま
し
た
が
、
末
だ

内
容
が
そ
れ
に
と
も
な
わ
ず
私
共
の
勢

力
の
い
た
ち
な
さ
を
お
詫
び
呼
上
げ
ま

す
。
然
し
微
力
な
が
ら
も
こ
れ
が
基
礎

造
り
に
は
′
白
々
進
ん
で
握
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
串
を
練
っ
て
み
ま
す
と

先
ず
掌
巌
で
は
混
用
小
字
巌
の
防
前
政

策
校
舎
が
三
月
に
は
′
茂
し
、
引
続
き

講
常
も
五
月
に
は
完
成
の
予
定
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
避
賀
中
学
校
も
本
年
、
防

音
改
築
工
班
に
蕃
工
い
た
し
、
来
年
は

完
成
の
千
隻
C
す
。
な
お
、
毅
陥
な
運

動
場
も
自
衛
隊
の
奉
仕
に
よ
り
校
舎
完

成
と
英
に
悌
地
毛
終
り
広
域
な
運
動
場

と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

更
に
ま
た
本
町
北
部
地
匹
の
山
手
線

も
本
年
は
完
成
致
し
、
待
望
の
バ
ス
も

撫
椋
よ
り
山
手
線
を
通
過
運
行
す
る

こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
萌
締
約
区

の
旗
興
計
画
も
虫
生
鴻
並
び
に
伐
木
の

工
場
川
蝉
一
業
工
赦
し
日
下
彊
竺
一
号

線
よ
り
の
取
魚
…
露
の
建
設
中
で
あ

り
、
〆
切
川
、
鵡
川
、
富
頗
川
読
破
の

碓
氷
防
除
も
愈
々
稿
工
の
遊
星
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
は
こ
れ
等
の
仕
上
げ
を

な
す
と
共
に
浅
木
小
学
燐
の
体
商
館
の

廼
誓
水
泳
プ
ー
ル
の
襲
、
置
屋
鉄

道
跡
地
の
迷
路
化
と
併
せ
今
音
質
地
区

及
び
避
鉦
川
地
区
北
擬
の
宅
地
造
成
に

倖
な
う
通
路
擬
確
等
沢
山
の
押
葉
も
残

っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
皆
様
の
御
賠
尊

と
御
協
力
を
絡
ま
し
て
名
薬
共
に
即
の

体
制
つ
く
り
に
努
力
い
た
し
た
い
所
存

で
こ
き
い
ま
す
。

な
お
、
数
年
問
題
で
あ
り
ま
し
た
畏

深
謀
桜
鴬
遠
も
調
川
の
雌
水
防
隙

工
事
に
関
連
し
て
そ
の
満
面
樹
立
が
必

然
的
に
迫
っ
て
重
り
ま
し
た
し
本
町
の

具
体
的
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
を
急

が
ね
は
な
ら
ぬ
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の

で
皆
様
の
塑
国
見
を
揮
聴
赦
し
、
微
力

で
は
こ
き
い
ま
す
が
、
金
力
を
伽
羅
放

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
蹟
敷
く
お
胸
い

出
土
げ
ま
し
て
年
頭
の
御
挨
拶
に
か
え

さ
珪
し
戴
き
ま
す
。
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別
記
の
通
り
道
壇
中
学
校
の
防
音
改

築
工
華
が
施
工
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に

付
は
う
経
理
作
葉
は
、
自
術
螺
‥
耐
娃

旭
の
瞥
L
l
の
手
に
よ
り
一
月
六
日
か
ら

フ
ル
ト
～
サ
ー
二
台
、
歴
訪
一
十
番

に
よ
り
急
速
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
質
中
学
校
の
防
音
改
築
健
全
は
、

遊
動
場
の
中
央
部
に
現
在
の
校
合
に
平

行
し
て
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
校
舎
の
一

部
が
運
動
場
商
西
の
凹
地
に
か
か
る
た

め
煙
立
て
る
必
婆
が
あ
り
、
ま
た
設
計

の
面
か
ら
も
親
任
の
運
動
甥
告
約
言
相

切
り
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

こ
れ
の
轄
壇
に
つ
い
て
検
討
し
た
維

乗
、
工
期
の
関
係
、
ま
た
町
予
算
の
関

係
で
自
縮
脳
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
、
自
衛
隊
と
し
て
も
心
よ
く

承
諾
さ
れ
、
日
経
隊
芦
厚
赴
擁
壁
二
葉

科
学
較
踏
出
の
実
詔
と
し
て
無
償
で
避

斑
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
上
∴
博
大

瀦
謄
あ
け
み

営
∴
∴
政
明

松
雄

柴
胆

柴
即

織
田

河
野

自
衛
隊
の
プ
ル
ト
ー
サ
ー
が
活
躍

－
途
中
防
音
改
築
工
事
の
整
地
作
業
－

・
磐
＝
町
で
は
、
か
ね
て
か
ち
地
軸
山

草
校
の
陽
諾
改
築
に
つ
い
て
、
砺
縮
施

設
庁
は
じ
め
森
閑
極
機
関
に
対
し
て
、

町
当
局
及
び
町
費
会
に
お
い
て
促
進
を

図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
嗣
聯
上
旬
防
縮

施
設
庁
よ
り
窮
一
期
工
事
に
つ
い
て
の

国
軍
予
算
が
内
定
し
た
旨
の
通
知
が
あ

り
、
町
と
し
て
は
一
錐
、
遼
寧
黒
′
没

梯
葦
故
染
工
里
を
施
工
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

第
一
期
工
事
は
一
月
下
旬
か
や
重

工
、
三
月
本
ま
で
に
鍍
弼
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
読
建
1
2
放
電
（
約
甲
八
〇
坪
）
の

主
体
工
喧
だ
け
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
胴
部
悶
十
阜
度
に
は
軍
．
期

工
事
で
全
段
令
が
政
策
ざ
れ
、
軸
和
咽

上
．
寧
三
月
未
に
は
竣
工
粍
成
し
見
亜

な
成
裳
を
お
ち
わ
す
こ
と
で
し
辛
つ
。

以
上
で
す
が
、
も
し
名
縞
に
も
れ
た

脚
子
機
が
あ
り
ま
し
た
ち
即
教
習
密
］

金
串
稀
局
に
申
出
†
さ
い
。

漸
爛
え
り
字

腔
曲
面
実
子

、曇学級
崇
子

間
中
久
寒
ナ

高
崎
千
世
子

大
串
一
手
男

門
司
　
撃
亦

青
野
∴
悦
子

毛
利
水
穂
子

大
西
∴
出
獲

川
上
　
下
寿

石
松
加
代
子

上
聞
舷
∴
垂
膝

嵩
　
混
　
安
永
　
秀
司

上
岡
　
穂
妻

伊
南
∴
雷
介

大
場
美
神
手

島
田
小
学
校
（
九
八
名
）

胸
喜
久
巴
千
　
木
肘

出
船
一
行

浅
木
小
学
楼
（
八
国
名
）

遠
賀
中
学
校
の
防
音
改
築
決
る

t
I
i
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
I
I
I

一
年
埋
お
め
で
と
う

爛
和
四
十
年
度
新
入
学
児
童
決
る
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告示筋2号

公売公告

「
九
六
丑
年
申
聞
薦
薫
セ
ン
サ
ス

実
施
に
∴
つ
　
い
　
て

1
－
－
－
2
月
1
日
現
在
で
掬
奄
i
l

がんお報印

陛
林
誼
で
は
鵬
和
約
年
2
月
1
日
現

布
で
鰻
薬
セ
ン
サ
ン
ス
衆
議
し
ま
す

こ
の
調
糞
は
、
脱
糞
や
繰
薯
に
関
す

る
全
国
的
な
調
査
で
、
岡
効
梱
発
に
つ

く
大
規
模
な
調
糞
C
す
。

鰻
林
省
は
こ
の
度
熊
セ
ン
サ
ス
を
5

年
に
1
国
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
5
年
前
の
昭
和
3
5
年
2
月
に
も
、

一
九
六
〇
年
時
邪
魔
林
業
セ
ン
サ
ス
と

い
う
名
前
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
盈
毅
が
都
道
肘

輿
、
廿
町
村
に
お
願
い
し
て
行
な
う
も

の
で
金
団
で
お
よ
で
2
1
万
人
の
人
々
が

湘
発
生
に
任
命
さ
れ
、
実
際
の
調
森
を

担
当
し
て
も
ち
つ
シ
ー
圭
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
2
月
1
日
前
後
す
べ
て
の
腹

案
を
凋
窮
鼠
の
方
が
こ
の
調
査
の
た
め

訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
す
る
内
容
は
、
般
家
の
人
達

の
性
別
、
年
令
、
働
き
方
な
亨
．
沌
増

耕
地
の
両
横
や
利
用
の
扶
悪
、
家
留
や

機
械
の
所
有
状
況
、
嬢
の
た
め
帰
っ

た
人
の
こ
と
な
ど
で
す
。
こ
れ
ち
の
経

基
は
小
熊
省
、
部
活
稀
媒
∴
常
町
村
で

集
計
作
業
に
入
り
、
9
月
禾
ま
で
に
は

公
衆
さ
れ
ま
す
。

棟
梁
セ
ン
サ
ス
の
統
計
は
、

臓
林
堂
C
今
後
の
農
薬
を
と
の
方
面
に

も
っ
て
い
く
の
か
よ
い
か
、
船
客
の
生

活
を
蛙
か
に
す
る
に
は
と
っ
す
べ
き
か

と
い
う
方
針
寿
ぎ
あ
た
り
、
そ
れ
に
沿

っ
て
実
際
の
農
政
を
実
施
す
る
の
に
使

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
統
計
は
認
道

府
県
や
市
町
村
が
今
後
経
済
計
固
有
立

て
た
り
、
そ
れ
に
懇
つ
い
て
き
め
の
細

か
い
農
政
素
実
施
し
て
い
く
つ
え
に
巾

広
く
活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
う
し

た
さ
い
セ
ン
サ
ス
の
統
計
は
窓
擬
の

あ
る
、
も
っ
と
も
信
頼
度
の
結
い
も
の

と
し
て
評
価
き
れ
ま
す
。

統
計
瀞
壷
と
い
う
も
の
は
、
多

待
し
見
守
っ
て
い
ま
す
。

一
九
六
五
電
車
間
接
業
セ
ン

サ
ス
去
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
私
共

は
、
翻
蚕
を
す
る
立
場
の
人
と
摘
発
を

さ
れ
る
立
槌
の
人
の
両
方
の
協
力
索
道

罪
と
も
必
接
と
し
て
い
る
の
で
す
。

う
で
農
薬
の
皆
さ
ん
方
の
心
か
ち
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
本
町
に
お
け
る
、
翻
奪
。
及

び
指
翌
日
は
法
の
通
り
で
あ
り
専
す
。

記

○
棺
非
買
　
大
黒
競
、
添
田

（
役
場
経
済
係
）

○
憫
蕪
鼠

高
　
津
　
紅
旗
和
良

諾
　
松
　
丸
井
博
樹

鬼
∴
淳
　
二
樹
忠
幸
　
松
尾
艮
博

門
司
竜
眼

尼
　
崎
　
松
井
正
之
　
士
褐
墾
一

喜
田
　
猛

別
　
府
∴
∴
薬
　
玉
彦
　
大
場
蓉
生

石
田
衝
娃

千
代
九
　
泉
出
昭
二

嘉
篇
i
　
高
二
繁
∴
福
杢
亀
夫

看
取
奨
馬

虫
盈
揮
∴
鳥
詳
男

浅
　
木
　
添
田
道
男

本
　
草
∴
∴
相
聞
忠
夫
　
石
井
武
夫

村
岡
光
弘

老
　
良
　
市
崎
∴
崇

旧
　
偉
∴
柴
黒
縞

は
　
雄
　
重
以
健
次
　
正
広
笛
仁

述
∴
醤
　
水
上
又
三
郎

今
古
賀
∴
∴
柴
田
十
久
夫

遠
蔽
川
　
東
廉
勝
星

若
葉
台
　
語
釈
鍵
一

御
寄
附
御
礼

こ
の
た
び
、
淡
の
各
値
か
ら
、
香
典

返
し
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
及

び
町
公
民
的
窺
会
教
育
費
に
対
し
て
、

特
別
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

紙
上
を
以
っ
て
御
報
告
労
々
、
講
し

ん
で
故
人
の
宜
、
福
を
祈
り
、
緬
臣
志
に

対
し
お
礼
画
し
上
げ
ま
す
。

龍

一
金
∴
壱
封

町
社
会
縄
祉
協
議
会
運
営
資
金

尼
　
崎
∴
撤
∴
福
崎
　
博
氏

喪
主
　
商
崎
　
博
愛
殿

一
缶
　
壱
封

印
粗
金
扱
高
資
金

仁　　　　英　　　　夫　　　生　二　伸　　　　　　　　　。及　　こと是を・黄　　　潮流ました春董

く
の
人
々
の
地
味
な
努
力
と
多
く
の
経

費
を
必
要
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
に
も
珪
磁
な
調
査
に
も
と
づ
く
正
し

い
統
語
が
で
き
上
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
圭
つ
な
立
派
な
統

計
が
で
き
る
こ
し
ゑ
大
勢
の
人
竜
が
期

1
公
売
の
日
的

薄
紙
町
税
睡
理
の
た
め
、
差
紳
物
件

を
公
売
す
る
、

2
公
器
護
の
名
称
及
び
数
量

（
東
尾
説
破
の
と
お
り
）

3
公
葬
の
方
法

競
争
入
札

4
公
売
の
日
時
及
び
場
所

昭
和
約
年
2
月
1
5
円
　
午
前
鍍
博

通
枚
町
役
場
勤
務
疎

ら
開
札
の
日
時
及
び
場
所

昭
和
御
宿
2
月
1
5
日
　
午
後
1
時

連
銀
町
役
場
財
務
撰

6
売
却
決
定
の
周
的
及
び
親
側

昭
和
幼
年
2
月
2
2
日
　
午
前
9
蝿

遮
蜜
剛
役
場
財
務
轢

1
貰
受
代
金
の
納
付
期
限
及
び
場
所

昭
和
幼
年
2
月
2
2
日
　
牛
後
1
時

連
館
町
役
場
財
凝
陳

8
入
札
登
椅

1
印
税
完
納
茎
C
あ
る
こ
し
」
。

2
脱
却
に
つ
い
て
は
賎
地
法
第
3
粂

遼
錦
町
大
字
鬼
種
芋
士
卒
団
一
、
四

〇
四
番

∵
出
　
立
反
弐
畝
弐
拾
弐
歩

速
綴
町
大
字
別
府
宇
内
都
田
三
、
八

三
関
番

一
、
劃
　
し
軟
式
胎
歩

道
費
町
天
′
子
別
堕
す
木
麗
囲
、
〇
一

五
港
の
一

二
四
　
宣
反
四
散
蛤
囲
歩

造
錦
町
大
字
今
市
筆
記
堺
二
回
○

閻
「
関
　
宮
反
五
軟
式
歩

迷
質
町
天
守
士
別
壁
雷
電
冗
八
八

前
の
三

一
、
畑
∴
間
取
冶
七
歩

辻
的
町
人
ノ
ー
ナ
水
雲
子
亀
現
七
回
九
品

ノヽー

「
閉
　
れ
敵
船
九
歩

道
頭
巾
本
坑
注
字
雄
二
九
演
の

「
旧
∵
幸
美
読
人
生

述
卸
町
大
子
士
別
滑
子
上
中
牛
山

二
、
三
三
蕃

に
よ
る
適
格
者

3
位
露
（
加
入
権
）
に
つ

い
て
は
、
公
案
母
気
通

信
汚
窮
的
条
に
よ
る
適

格
者
（
電
話
料
食
等
の

完
納
議
）

9
そ
の
他

前
記
の
件
に
つ
い
て
の
間

二
田
　
圭
反
弐
拾
歩

、
埋
龍
田
大
字
籾
牌
羊
水
掌

理
十
二
、
四
〇
三
番

「
田
∴
壱
反
i
議
拾
壱

歩

遼
硬
町
天
守
別
椅
手
中
千

二
、
四
五
五
経

「
出
　
九
放
弐
拾
五
歩

予
測
庸
　
放
　
石
松
　
菱
華
氏

爬
主
　
石
松
∴
窪
綬

会
わ
せ
鳶
は
返
質
町
役
場
財
窃
課
に

お
い
て
受
付
け
ま
す
。

公
売
財
寵
の
蓑
示

（土地）

遠
賀
町
大
字
別
聾
十
外
車
旧
聞
、
二

九
六
掠

一
、
出
　
汁
歌
弐
船
人
少

遥
鎮
町
大
字
魁
津
手
綱
ノ
満
五
七
七

悉一
、
割
　
六
軟
式
塑
ハ
歩

遠
賀
町
大
字
虫
佳
薙
軍
曹
ノ
調
一
、

三
八
七
格

一
、
輯
　
売
転
宅
畝
堆
ハ
歩

遥
妬
剛
大
字
虫
生
海
手
富
ノ
繭
二

三
九
四
遊

「
．
田
　
八
畝
弐
拾
弐
歩

道
範
囲
大
字
別
薙
字
大
寒
二
、
九
二

五
番二

田
∴
五
軟
捨
歩

道
鉦
印
大
字
別
腐
字
末
輩
一
つ
九
二

七
恭一

、
出
　
七
畝
七
夢

違
質
町
大
子
虚
崎
字
菊
判
々
八
八
二

露
一
、
畑
　
秦
軟
膏
歩

述
鑓
町
大
字
甚
鵬
手
先
艶
々
丸
型
一

番
の
一

「
郷
　
関
軟
式
幹
ハ
歩

道
質
町
大
字
木
守
葦
北
溝
端
九
〇
一

番
の
一

「
圃
∴
雷
反
胎
歩

述
鎖
町
大
字
鬼
舞
子
を
埋
一
三
六
歴

「
国
　
士
収
拾
案
歩

違
算
町
天
守
鬼
津
手
篭
湖
三
二
七
遊

一
、
国
　
士
畝
参
歩

遁
釦
町
大
字
虫
生
温
字
大
器
一
、
八

一
七
諾

「
田
　
壱
反
即
歓
弐
歩

遼
鉦
和
夫
享
姥
華
手
品
二
〇
一
芯

一
、
田
－
阜
丈
六
収
拾
七
歩

（勅傑）
一
、
サ
ン
ヨ
ー
1
4
イ
ン
チ
テ
レ
ビ

霧
掻
∴
害

「
サ
ン
ヨ
ー
工
6
イ
ン
チ
テ
レ
ビ

受
像
機
　
壱
台
∴
∴
∴
以
上
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今
月
は
、
「
町
県
民
裁
第
四
期
分
」
及
び
「
国

民
健
康
保
険
税
第
四
期
分
」
の
納
期
で
す
。

期
陵
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◎
納
　
期
　
限

町
　
県
∴
民
∴
税
　
　
　
1
月
2
5
　
日

周
東
健
康
保
険
税
　
　
　
1
　
月
3
1
　
日

塵
外
広
告
髄
の

規
制
の
強
化
に
つ
い
て

成
人
の
日
お
め
で
と
う

国
民
毎
会
の
加
入
届
を

がんお餓町

務

天
下
ほ
れ
て
一
人
前
に
な
る
の
か
如

才
、
敬
語
に
参
加
す
る
選
挙
鷹
も
で
き

れ
ば
、
民
法
で
も
2
0
才
か
ち
成
人
の
あ

っ
か
い
寿
い
た
し
ま
す
。

控
は
如
才
か
ち
徴
兵
検
益
で
し
た
が

縞
祖
国
雫
在
日
さ
す
現
代
日
本
で
は
、

2
0
才
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
権
利

と
虎
雄
が
生
ま
れ
ま
す
。

閏
民
草
金
は
、
わ
が
国
の
社
会
像
陸

側
度
の
一
つ
で
、
老
令
、
障
書
、
母
子

準
箪
千
言
咄
斑
、
寡
婦
（
こ
の
ほ
か
死

十
二
時
金
も
あ
る
）
な
ど
の
年
金
が
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
の
場
合
に
年
′
諸
が
も
ら

え
て
、
自
分
の
生
韓
を
守
る
こ
と
が
で

きま十∪
す
で
に
全
社
や
雪
盲
に
つ
と
め
て
、

忘
　
れ
∴
溶
　
く

麻
生
年
金
や
共
済
組
合
の
年
金
が
あ
る

人
は
、
そ
の
年
金
C
将
来
が
鐙
さ
れ

て
い
ま
す
な
つ
こ
つ
ー
た
人
以
外
の

簾
、
甑
、
蘭
な
ど
の
人
た
ち
は
、
2
0

才
に
な
っ
た
ち
必
ず
固
良
年
金
に
加
入

し
て
、
日
本
人
で
あ
る
限
り
、
一
人
残

ら
ず
将
来
何
か
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
途
中
で
、
会
社
や
官
庁
に
勤
め

て
、
国
民
年
金
以
外
の
年
金
に
か
わ
っ

て
も
、
じ
り
す
つ
な
ぎ
方
式
で
通
射
し

ま
す
か
ら
、
全
く
組
に
な
り
ま
せ
ん
。

如
才
の
首
途
に
、
国
民
年
金
の
加
入

の
手
続
菜
－
、
役
場
年
金
係
で
行
っ
て

下さい。

都
市
の
美
観
、
風
紀
を
悪
化
し
、
公

衆
に
対
し
危
害
峯
及
ぼ
す
も
の
な
ど
違

反
蜃
外
広
告
物
が
多
寂
に
放
服
さ
れ
て

い
る
の
か
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
嘗
築
当
吊
と
し
て
も
、
通
路
に
お

け
る
物
件
放
巌
、
無
許
可
通
路
使
用
は

道
筋
交
通
法
第
十
八
秦
及
び
第
七
土
（

条
、
第
七
十
七
条
で
、
ま
た
畜
少
年
の

保
護
育
成
に
有
薯
な
椋
外
広
告
物
は
福

岡
暗
譜
少
年
促
進
脊
戯
条
例
第
六
条

で
、
み
だ
り
に
他
人
の
家
撃
工
作
物

に
掲
示
し
た
屋
外
広
告
物
は
嬢
犯
理
法

姉
一
条
墾
二
十
二
手
で
、
わ
い
せ
つ
図

面
と
認
め
ら
れ
る
摩
外
広
告
物
は
刑
法

第
高
七
十
丘
集
で
取
締
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
〝
当
町
と
い
た
し
ま
し

て
も
町
此
の
度
環
に
取
締
り
と
除
却
措

躍
憲
極
的
に
二
晩
力
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
掘
い
い
た
し
ま
す
。

筒
、
通
路
、
河
川
、
官
民
迫
撃
に
お

け
る
工
作
物
及
び
家
麿
の
占
用
に
関
し

て
は
土
木
課
庶
務
係
に
用
紙
及
び
様
式

に
つ
い
て
お
申
出
の
上
、
役
場
に
占
刑

許
可
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

遠
謀
田
鹿
柴
委
員
金
髪

貝
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

去
る
十
二
月
一
口
毒
以
っ
て
申
請
さ

れ
ま
し
た
農
業
委
員
余
香
鼠
選
挙
人
名

簿
憩
椛
串
鵡
答
は
、
当
町
選
挙
詳
瑚
萎

邑
会
軍
務
局
で
名
簿
調
欝
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
が
蟹
に
つ
い
て
は
左
語

の
通
り
遠
出
町
役
域
に
於
い
て
関
係
者

の
離
鞄
に
供
－
ま
す
の
で
、
退
職
も
れ

や
、
誤
渇
望
項
の
あ
る
協
会
は
、
こ
の

期
間
中
に
申
し
出
ら
れ
ま
す
よ
っ
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

「
欒
競
闘

白
　
昭
和
4
0
年
1
月
約
日

歪
　
岡
∴
∴
9
窃
3
日

年
前
8
瞳
3
0
分
よ
り
牛
後
5
時
虐

昭
和
4
0
毎
度
学
生
寮
（
作
東
来
し

入
寮
生
募
集
に
つ
い
て

財
団
法
人
相
聞
特
捜
仙
薬
奨
学
会

で
は
書
証
の
入
惣
生
を
次
の
接
触
で

緑
葉
し
て
い
ま
す
の
で
諦
型
薯
は
埴
込

み
下
さ
い
。

記

「
∵
草
生
藻
の
所
在
地
及
び
名
称

莫
畜
場
（
男
子
）

東
京
離
日
黒
鹿
沼
水
母
囲
七
二

紅
葉
雄
（
女
子
）

東
京
雅
中
野
区
神
野
町
二
の
二

一
、
採
集
人
員

空
茶
一
四
台

鈍
梁
談
発
千
金
（
3
～
4
零
）

≒経買五
、
五
〇
〇
円
（
月
鎖
）

内
訳
∴
使
用
料
∴
「
0
0
0
再

録
∴
裕
一
、
二
°
○
同

食
　
費
　
三
三
〇
〇
日

（
一
日
「
食
）

囲
、
申
込
期
日

親
和
4
0
年
2
月
1
日
－
周
2
月
2
8
日

吾
申
込
光

軸
朝
法
人
相
聞
特
賞
相
記
念
奨
掌
会

事
務
局

（
福
岡
高
大
神
町
一
丁
同
相
旧
県
庁

内）
六
、
墓
藻
露

1
東
京
都
ま
た
は
そ
の
近
郊
の
大
挙

に
入
学
す
る
学
竺
C
保
護
者
が
細

岡
葉
に
現
住
l
坑
奮
す
る
も
の
。

2
身
体
感
触
か
つ
嬰
館
員
な
も
の

で
拭
身
誼
等
学
極
度
の
推
せ
ん
す

る
も
の
。

3
学
業
成
績
良
好
で
大
学
線
種
を
順

調
に
進
む
プ
′
圭
憂
C
き
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
。

4
保
護
藷
の
両
町
村
民
税
の
ー
課
税
稜

雅
蝕
が
約
万
日
を
越
え
ざ
る
も
の

七
、
そ
の
他
寓
込
み
に
つ
い
て
の
詳
細

は
繕
岡
興
灘
和
地
念
奨
学
金
華
務
局

ま
た
は
役
場
臆
薙
謀
に
お
「
型
ね
下
さ

1
月
（
睦
月
）
　
花
歴
（
柘
毒
草
）

1
日
　
売
出
、
∴
初
詣

新
聞
休
刊
日

2
日
　
溶
初
、
初
荷

3
日
　
鑓
鴎
玉
せ
せ
り

4
日
∴
官
庁
ご
用
始
め

5
日
∴
宇
美
八
幡
宮
御
誕
生
祭

小
繋
、
粟
の
入
り

7
日
　
鬼
す
べ
、
う
そ
醤
－
え

ー
太
宰
勝
央
講
宮
1

七
草
が
ゆ

1
0
日
　
十
日
恵
比
須

町
消
防
随
出
初
式

n
自
　
鐘
聞
き
∵
蔵
開
き

レ
r

I
5
日
　
成
人
の
日
、
小
五
月

ュ
6
日
　
や
、
尖
り
、
初
え
ん
ま

1
7
日
　
冬
十
川

如
日
　
大
　
塞

2
月
（
如
月
）
　
花
鵜
（
う
め
）

1
日
∴
成
人
頻
予
断
巡
閲

（
1
円
～
7
日
）

旧
正
月

細
分
、
豆
ま
き

立
　
春

針
候
養

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
、
テ
ー

渥
妓
会


